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起工式開催のお知らせ（概要）
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位 置 図

詳 細 図
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開始日時 ：平成２７年１月１０日１０：００～

〔受付 ９：３０～ 〕

会 場 ：阿賀中央公園

（呉市阿賀中央二丁目地内 ）

駐車場 ： 阿賀中央公園内に用意しています。

駐車の際は、係員の誘導に従ってください。

※取材希望の方は、事前に広島国道事務所広報担当までお知らせください。

※資料中の地図は、地理院地図（国土地理院）を加工したものです。

休山トンネル

（暫定２車線開通済み）

休山トンネル

（今回、工事着手）
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阿賀中央

二丁目交差点

休山トンネル

東口交差点

起工式会場

（阿賀中央公園）
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別 紙

阿賀側から休山トンネルを望む至呉市広

至呉市本通六丁目

至呉越峠
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休山新道（４車線化事業）の概要

国道１８５号休山新道は、呉市本通六丁目と呉市阿賀中央六丁目とを結び、交通渋滞の緩和や交通安全の確保等を目的とし

て整備を進めている延長２．６ｋｍの道路です。

平成１４年３月に休山新道が暫定２車線で開通したことにより、呉地区と阿賀・広地区との連絡性が向上し、呉越峠の渋滞が解

消され、事故件数も減少しました。

しかし、休山トンネル前後では、渋滞や交通事故が多く発生していることから、現在開通済みの休山トンネルの北側において、

４車線化に向けたトンネル工事に着手します。

参考資料－１

至竹原

最大渋滞長370m
〔H24.6.26計測〕

最大渋滞長1,090m
〔H24.6.26計測〕



休山新道（４車線化事業）の整備効果
参考資料－２

その１ 移動の円滑化その１ 移動の円滑化 その２ 周辺地域との連携強化その２ 周辺地域との連携強化

その３ 交通事故の減少その３ 交通事故の減少 その４ 通行止めの解消その４ 通行止めの解消

休山新道の入口付近で発

生している朝夕の渋滞が解消

されることで、通勤・通学等の

利便性が向上し、産業活動も

効率化されます。

また、救急搬送においても、

搬送総時間が短縮することで、

患者の負担軽減が図られま

す。

東広島・呉道路や広島呉

道路とともに、広島市、東広

島市、呉市の3つの都市をよ

り強く結びつけるとともに、呉

港、広島空港などを結ぶ交

通ネットワークを形成します。

休山新道の開通（暫定2

車線）により、死傷事故件数

は半減しています。

現在は、休山トンネルやそ

の周辺において渋滞に起因

した事故が多発しています

が、４車線化されることで、

交通事故の減少が期待され

ます。

平成11年の豪雨災害によ

り通行止めが発生した呉・

広間は、休山新道が開通し、

利用できる通行経路が増え

たことにより、通行止めの恐

れは少なくなりました。

また、休山トンネル付近で

発生した事故に対し、4車線

化することにより、代替機能

が確保されます。

休山新道の4車線化により、次のような効果が期待されます。


